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Ⅰ．目的 
 自然環境の中で、さまざまな野草が生育している。同じ土壌に生育している野草に含ま
れる元素量は、どの野草でも似通っているのか、異なるのか。また、同じ野草でも土壌が
異なれば、元素含量が異なるのか、土壌と野草の元素含量の関係を明らかにすることを目
的として研究を行った。 
 
Ⅱ．実験方法 
1. 植物と土壌の採集 
   5 月 11 日 フィールド教育研究センター圃場 ①畑の畔 
                       
   6 月 29 日 フィールド教育研究センター圃場 ③畑の畔（①とは異なる場所） 
   
  野草は根元から切りとり、地上部を採集した。また、野草を採集した区域の土壌も採
集した。土壌は、その区域の 4～5か所から表層約 5 ㎝を採集し混合した。採集した植物
の一覧を表 1に示した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②用水路の近くの畔 
④池の中 
表１ 採集した植物の一覧 
③フィールド教育センター圃場の畑の畔
植物(科) 植物(科) 植物(科)
ノゲシ(キク科) アメリカフウロ(フクロソウ科)カラスノエンドウ(マメ科)
オニノゲシ(キク科) エゾノギシギシ(タデ科) ヨモギ(キク科)
ヒメジオン(キク科) コメツブウマゴヤシ(マメ科) シロツメクサ(マメ科)
オオバコ(オオバコ科) ヒメムカシヨモギ(キク科) タンポポ(キク科)
ガガイモ(ガガイモ科) クサヨシ(イネ科) クサフジ(マメ科)
④フィールド教育センター圃場の池の中
植物(科) 植物(科) 植物(科)
コウキアガラ(ヤツリグサ科) ヤナギダデ(タデ科) スズメノテッポウ(イネ科)
カズノコグサ(イネ科) タガラシ(キンポウゲ科)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2. 植物の分析 
イ) 採集した植物を 80 ℃で 1日以上乾燥した。 
ロ) 乾燥した植物を粉砕し、粉末にした。 
ハ) その 0.500 g に硝酸 8 ml と過酸化水素水 1 ml を加えて、加熱し分解した。分解液を
濃縮後、0.100 M 硝酸液を加え、10 ml に定容した。 
ニ) 定容した分解液を適宜希釈し、原子吸光光度計でカリウム（K）、カルシウム（Ca）、マ
グネシウム（Mg）、鉄（Fe）、亜鉛（Zn）、マンガン（Mn）量を測定した。 
 
3. 土壌の分析 
イ) 採集した土壌は、風乾後 2 mm のふるいを通した。 
ロ) 土壌 10 g に、蒸留水 25 ml を添加し、ｐH計で土壌ｐHを測定した。 
ハ) 土壌 5 g に 1 M 酢酸アンモニウム 50 ml を加え、30 分振とう後にろ過した。ろ液の K、
Ca、Mg 濃度を原子吸光光度計で測定し、可給態量とした。 
ニ) 土壌 5.00 g に 0.1 M 塩酸を 50.0 ml 加え、30 分振とう後にろ過した。ろ液の Fe、Zn、
Mn 濃度を原子吸光光度計で測定し、可給態量とした。 
 
Ⅲ． 実験結果と考察 
1. 植物の元素含量 
 表 2に採集した植物の各採集地点ごとの各元素(K、Ca、Mg、Fe、Zn、Mn)濃度の平均値
と標準偏差を示した。主な結果を以下に示す。 
(1)どの地点でも、元素濃度の平均値は K、Ca、Mg が高く、Fe、Zn、Mn は低かった。これ
は K、Ca、Mg は植物が多量に必要とする多量必須元素で、Fe、Zn、Mn は必須元素だが必要
量が少ないことによると考えられる。 
(2)標準偏差は、Caで大きく、Mgと Kで小さい傾向にあった。Ca は必須元素であるが、必
要量が野草によって異なるためと考えられる。特に、キク科のノゲシで 2％以上含み、イ
表 2 場所ごとの野草中の元素含有量の平均値と標準偏差 
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図1-2 土壌の元素含有量
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鉄 亜鉛 マンガン カルシウム マグネシウム カリウム
採集場所 濃度(mg/kg) 濃度(mg/kg) 濃度(mg/kg) 濃度(mg/kg) 濃度(mg/kg) 濃度(mg/kg)
平均 349.53 27.82 25.27 7122.18 2590.32 56675.29
標準偏差 328.79 14.37 22.82 5209.39 43.58 15846.93
平均 115.83 58.47 30.20 3788.87 3035.58 63775.47
標準偏差 26.57 33.88 24.72 3039.09 1648.17 11232.45
平均 161.24 63.56 74.98 9877.21 7864.25 43804.77
標準偏差 151.82 43.83 99.07 4549.30 6144.17 25992.17
標準偏差 375.61 7.96 201.62 4278.71 1120.53 5885.15
平均 559.12 49.92 639.21 4637.21 3318.25 28766.10
①
④
②
③
ネ科のスズメノテッポウ、カズノコグサで 0.2％以下と少なかった。 
 (3)池の中に生育していた水生植物は、Fe、Mn の含量が他の地点よりも高く、K含量が低
かった。 
 
2．土壌の pH、可給態元素含量と野草の元素含量の関係 
(1)土壌の pH は①5.86、 ②5.84、③5.58、④4.90 であり、いずれも酸性土壌であった。
(2)どの土壌でも Caが最も多く、以下、K、Mg、Fe、Mn、Zn の順であった。 
(3)④の土壌は、他の土壌に比べて、Fe、Mn 濃度が高く、K、Ca 濃度が低かった。野草中
の Fe濃度、Mn濃度の平均値も④で最も高く、カリウム濃度は④で最も低かった。④土壌
で可給態の Fe、Mn が多かったのは、池の中で酸素の少ない嫌気的な条件のため、Fe3+、
Mn4+がそれぞれ還元されて Fe2+、Mn2+に還元されて可溶化したことによると考えられる。 
以上のように土壌中の可給態元素量は、野草の元素含量に反映される傾向がみられた。 
 
 
 
(mg/Kg) 
 
 
3．元素含量の植物間の差 
 同じ環境で生育していた野草の元素含量は、野草によって大きく異なった。特に、濃度
が高かった野草を示すと、タンポポの Fe 濃度 728mg/kg、エゾノギシギシの Zn濃度
195mg/kg、ヒメジオンの Mn 濃度 337mg/kg などであった。また、Ca濃度が 2.2％と高かっ
たノゲシは、K４.0％、Mg2.1％といずれも高濃度であった。これらの野草で特定の元素濃
度が他の野草より高かった理由は不明だが、野草固有の性質と思われる。 
 
Ⅳ．全体のまとめ 
 土壌と野草の元素含量の関係を調べるため、４か所で計 30 種の野草を採取し、分析し
た。その結果、可給態元素量が多い土壌に生育している野草はその元素を多く含む傾向が
みられた。しかし、同じ土壌で生育している野草でも元素濃度は大きく異なり、特に、Ca
でばらつきが大きかった。また、タンポポで Fe 含量が高いなど興味深い結果も得られた。 
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